
 

 

 
 

ＪＲ東労組バス関東本部は６月２７日、第３２回定期委員会を開催しました。

今定期委員会では１４名の委員から活発な発言が出されました。多くの委員から

昨年３月から全職場で一斉に始まる不当労働行為について、いかに職場活動を基

礎にして組合員と家族をまもる運動をつくりだしてきたのか等の議論が展開され

ました。矢継ぎ早に進められる施策に対する周知、徹底が行き届かずに、施策を

担う組合員の理解と納得が得られていない実態も改めて明らかになりました。ま

た、４月から実施された「人事交流」及び「本人のスキルアップ」を目的とした

異動に対する本人と家族の不安や、支店内のトラブルが職場の存続問題にまで発

展している状況等も報告されています。 

現在、ＪＲバス関東は安定的な経営状態ですが、その経営を支えているのは職

場で汗して奮闘しているＪＲ東労組組合員とその家族です。安全・安定輸送の大

前提は組合員が安心して本来業務に集中できる職場環境を全社員の力でつくるこ

とです。ＪＲ東労組はこれまで、多くの会社施策を担い、幾多の困難を全組合員

の総力で乗り越えてきました。職場では未だに「組合に対する会社の考えが変わ

った」と若い社員へ語る管理者も居ますが、好むと好まざると労働組合は存在し、

会社と様々な議論を行い組合員に責任を持って活動をしているのです。そのよう

な言動により若い組合員へ不安を与えることは、社内の人間関係が崩れ、会社施

策に対する協力性も消極的となります。そして何と言っても安全性の低下を招き

入れてしまいます。ＪＲバス関東本部は、このような状況を打開し安全を第一義

にした安定的な職場風土の確立を労使の共通認識とすることが、ＪＲバス関東の

喫緊の課題と考え、以下のとおり申し入れました。 
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職場からの切実な発言を受け「第３２回ＪＲ東労組バス関東

本部定期委員会発言に基づく申し入れ」全１４項目おこなう！  

 

１． 平成１８年１０月１日以降採用する社員の人事賃金制度を、平成１８年９月３０

日以前採用社員の制度へ統一すること。 

 

２．５５歳以上の社員の基本給減額制度を廃止すること。 

 

３．「パートタイム・有期雇用労働法」を踏まえ、６０歳以上の継続雇用制度（現行契

約 B）で生じている正社員との不合理な待遇差を是正した、新たな雇用制度を確立

すること。 
 

 

 

申２号 



４．社員の健康保持増進や健康障害の防止の観点における業務の効率性や働きやすさ 

について安全衛生委員会等において充分な調査審議が行える時期にダイヤ改正等 

の施策計画を前広に周知し、幅広く意見徴収を行った上で施策を実施すること。 

 

５．６月２６日に発生した関西系統夜行便の乗車券空売りについて原因を明らかにし、 

再発防止を行なうこと。 

 

６．新規採用者の雇用形態をすべて正社員とすること。また正社員登用を希望してい 

る契約社員についても正社員とすること。 

 

７．労働人口減少社会において人材確保と社員の定着率を高めるため、組合員と家族

が安心して生活設計を組めるよう、自己申告書に記載された勤務箇所地の本人希

望を最優先に異動を実施すること。 

 

８．運転以外の職種から運転希望者への大型二種免許取得制度を積極的に活用し、本 

人へ乗務員になるまでのスケジュール明確化と説明を丁寧におこなうこと。 

 

９．女性社員の採用を積極的におこなうこと。 

 

１０．他支店からの助勤が常態化している宇都宮・西那須野・長野原支店の採用をおこ 

ない、要員不足を解消すること。 

 

１１．昇進試験の受験者数・合格者数・筆記試験問題の模範解答明示で試験の透明化を

図ること、不合格者へのフィードバックをおこなうこと。 

 

１２．再開した東京支店リニューアル工事の今後のスケジュールを明らかにし、工事期

間中の構内基準や施設の使用方法等の変更について組合員に説明をおこなうこ

と。 

 

１３．中央道・小諸・白河支店の寒冷地手当を１級地とすること。 

 

１４．上野東京ライン開業後に深刻化している大手町休憩室の騒音・振動対策を抜本的 

におこなうこと。また休憩・休息施設として風呂場や寝室設備を万全に整えるこ 

と。 

 

↓スーパーハイウェイ１１号 前ページより 
 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


